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景況調査レポート

綿内、川田、保科の三村が合併、各村の頭文字から命名された若穂。
この若穂の千曲川河川敷に滑空場が出来たのは昭和49年のこと。
今では屋島橋上空をグライダーが飛ぶ光景は、長野市の名物になっています。
離陸するグライダーを引っ張り上げるためのロープの長さは1000ｍ程度。
ウインチで一気に巻き上げられると、機体は凧のように急角度で上昇してい
きます。ロープが外れ大空を滑空する姿は、いかにも気持ちよさそうです。 

■ 長野しんきん景況調査レポート
■ 企業アンケート 新型コロナウイルス感染症の影響 Ⅳ ①
■ 生活者アンケート 新型コロナウイルス感染症 Ⅳ ①
■ 北信濃  江戸時代の風景 （83）善光寺の北東
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長野信用金庫　すかい
「すかい」は長野信用金庫のホームページでカラー
にてご覧いただけます

たこ

長野市若穂
長野市滑空場











0

10

20

30

40

50

60

70

2.2

12.4

46.0

1.8

11.7

43.9

3.6

14.5

52.7

2.8

15.5

46.5

13.8

23.1

2.2

11.1

57.8

2.2

6.7

66.7

6

　実施している対策　トップ３は「私的なイベン
ト・飲み会等への参加自粛要請」（59％）、「３密を
避ける会議・ルールの徹底」（48％）、｢出社時の体
温測定」（43％）でした。
　BCP（業務継続計画）の策定　「策定している」企
業は15％で、「策定を予定・検討」は29％、「策定し
ていない」は45％でした。

 

　新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため
にあなたの会社では、「どんな対策を実施してい
るか」を聞きました。トップ３は、「私的なイベン
ト・飲み会等への参加自粛要請」（59％）、「３密を

避ける会議・ルールの徹底」（48％）、｢出社時の体
温測定」（43％）でした。
　ほかに「共用施設の消毒」（41％）、「従業員への
旅行自粛要請」（36％）、「昼食時の飛沫対策ルール
の徹底」（25％）、｢ウイルス不活性化効果のある機
器の設置」（17％）が２ケタとなっています。
　従業員規模で見ると、30人以上は30人未満に比
べて全ての項目で比率が上回り、中でも１～６位
の上位の項目では15～29％上回っています。
 

　製造業　「３密を避ける会議・ルールの徹底」（56

％）、「従業員への旅行自粛要請」（44％）、「昼食時
の飛沫対策ルールの徹底」（37％）、「在宅勤務・テ
レワーク」（７％）が他業種に比べて最も高く、他
方「私的なイベント・飲み会等への参加自粛要請」
（53％）、「ウイルス不活性化効果のある機器の設
置」（12％）は他業種に比べて最も低くなりました。
　建設業　「私的なイベント・飲み会等への参加
自粛要請」（67％）が他業種に比べて最も高く、他
方「共用施設の消毒」（23％）、「公共交通機関以外の
通勤手段の承認」（２％）は他業種に比べて最も低
くなりました。
　卸小売業　「３密を避ける会議・ルールの徹底」
（40％）、「出社時の体温測定」（37％）、「昼食時の
飛沫対策ルールの徹底」（16％）、「在宅勤務・テレ
ワーク」（２％）、「時差出勤・フレックスタイム」
（２％）が他業種に比べて最も低くなりました。
　サービス業　「出社時の体温測定」（52％）、「共
用施設の消毒」（50％）、「ウイルス不活性化効果の
ある機器の設置」（26％）、「時差出勤・フレックス
タイム」（10％）、「公共交通機関以外の通勤手段の
承認」（７％）が他業種に比べて最も高く、「従業員
への旅行自粛要請」（29％）は他業種に比べて最も
低くなりました。

　「陽性者が発生した時の対応など、新型コロナ
に対応するＢＣＰ（業務継続計画）を策定しているか」
を聞きました。「策定している」は15％、「策定を
予定・検討している」は29％、「策定していない｣
は45％、「わからない」は10％でした。

　製造業　「策定している｣は14％、「策定を予定・
検討している」は29％、「策定していない」は49％、
「わからない」は７％でした。
　建設業　「策定している」は４業種中最も低い５
％、「策定を予定・検討している」は４業種中最も
高い34％、「策定していない」も４業種中最も高い

　製造業
◇中元歳暮等のフォーマルギフト事業では、コロナ
　禍が「慣習離れ」の格好の機会になってしまい、今
　後、回復するかどうか不安が大きい。 
◇現状は、誰が感染しても不思議ではないので、社
　員の自己管理を徹底している。 （以上乾そば）

◇根本的な解決には、国民の相当数へのワクチン接
　種が不可欠なのは当初から分かっていたのにもか
　かわらず、結局オリンピックには間に合わず。 
◇このままの状況が続くと経営の悪化につながり、
　新たな事業展開が必要になる。 （以上そば製造）
◇社内で、コロナ感染症対策の独自のガイドライン
　を作成して、共有して実施している。 （味噌・漬物）
◇ただちに、指定感染症５類に指定すべきではない
　かと考えます。 （畜産用棚）

◇在宅勤務やテレワークも採用してはいるが、製造
　業のため、大半の従業員は出勤している。また協
　同作業による仕事が多く、今以上に感染防止には
　気をつけることが必要になるだろう。 （精密機械）
　建築業
◇建設現場での感染者発生による工事遅延等の損害
　賠償は、一企業では対応が不可能。
◇感染予防策の明確な基準を作成し、早期に通達し
　て頂きたい。取引先との見解が相違する恐れがあ
　る。　　　　　　　　　　　　（以上総合建設業）
◇ワクチン接種の実施を加速させることが、終息へ
　の一番の近道ではないかと思う。
◇一人一人が基本に戻り、変異株に対しても恐れず
　感染対策を実践していく事が大事であると思いま 
　す。
◇国民の自粛は限界にきていると思う。ワクチンの
　効果を期待するしかないが、影響の大きい企業へ

　の支援はもっと必要だと思う。　  （以上土木工事）
◇不要不急な会議などは実施しない。飲食・旅行など 
　３密を避ける行動と、マスク・うがい・検温などの徹
　底が自主的な予防であり、最終的には、ワクチン
　接種が最大の対策になるだろう。　（内装仕上工事）
　卸小売業
◇これだけ国民が我慢をしているのに、変異株など
　が広まるのではどうしようもない。ワクチン接種
　に頼るしかないと思う。
◇社員に感染はさせたくない。そのために、いま以
　上の感染対策を徹底させていく。    （以上青果卸）
◇国には、安心して暮らすことが出来る対策と、経
　済の対策にもっと力を入れてほしいと願っている。 
　　　　　　　　　　　　　　                （建材卸）
◇一日も早くワクチン接種が出来るように、国と自
　治体との役割分担を明確にして、不安を取り除い
　て欲しい。                                            （酒類）
◇国の対策は中途半端のものばかりが目立ち、その
　場限りで先が見えない。                      （土産品）
　サービス業
◇コロナ禍は人災だと思っている。政府には、平等
　な政策を求めたい。
◇この状況がさらに続くと、いつ倒産してもおかし
　くない状況になっている。            （以上タクシー）
◇今でき得る限りの感染対策を、確実に行っていく
　ことが大事である。                             （そば）
◇これ以上の感染対策はコスト面から厳しいのが現
　実、早期の終息を待つしかないと思う。   （ホテル）
◇国や政治の問題ではなく、コロナに対する一般人
　の意識の薄さが一番の原因と思われる。　
◇コロナ禍は特に飲食テナントへの影響が大きく、
　今後の先行きは不透明である。　　（以上不動産）
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50％、「わからない」は11％でした。
　卸小売業　「策定している」は19％、「策定を予定・
検討している」は４業種中最も低い23％、「策定し
ていない」は42％、「わからない」は16％でした。
　サービス業　「策定している」は４業種中最も高
い29％、「策定を予定・検討している」は29％、
「策定していない」は４業種中最も低い33％、「わ
からない」は７％でした。
◇次号は「コロナ感染症が今年度の採用に及ぼした

［調査要領］
実施期日：2021年６月上旬～中旬
実施要領：第184回景況アンケート調査に併記
調査企業：回収222社（製造業73社、建設業64社、
　　　　　卸小売業43社、サービス業42社）
　　　　　うち従業員30人未満168社（75.7％）

「新型コロナウイルス感染症」に関する企業からのコメント
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企業アンケート「新型コロナウイルス感染症」の影響 Ⅳ ①　 2021年6月調査

実施している対策

ＢＣＰ（業務継続計画）の策定

実施している対策

｢私的なイベント・飲み会等への参加自粛要請｣ 59％
｢３密を避ける会議・ルールの徹底｣ 48％
｢出社時の体温測定｣ 43％ 

業種別 
｢私的なイベント・飲み会等への参加自粛要請｣
建設 67％～製造 53％

｢３密を避ける会議・ルールの徹底｣
製造 56％～卸小売 ４０％

｢出社時の体温測定｣
サービス 52％～卸小売 37％

●ＢＣＰ（業務継続計画）の策定
策定状況

｢策定している｣ 15％
｢策定を予定・検討している｣ 29％
｢策定していない｣ 45％
｢わからない｣ 10％

業種別 
｢策定している｣…サービス 29％～建設 5％
｢策定を予定・検討している｣…建設 34％～卸小売 23％
｢策定していない｣…建設 50％～サービス 33％
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　実施している対策　トップ３は「私的なイベン
ト・飲み会等への参加自粛要請」（59％）、「３密を
避ける会議・ルールの徹底」（48％）、｢出社時の体
温測定」（43％）でした。
　BCP（業務継続計画）の策定　「策定している」企
業は15％で、「策定を予定・検討」は29％、「策定し
ていない」は45％でした。

 

　新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため
にあなたの会社では、「どんな対策を実施してい
るか」を聞きました。トップ３は、「私的なイベン
ト・飲み会等への参加自粛要請」（59％）、「３密を

避ける会議・ルールの徹底」（48％）、｢出社時の体
温測定」（43％）でした。
　ほかに「共用施設の消毒」（41％）、「従業員への
旅行自粛要請」（36％）、「昼食時の飛沫対策ルール
の徹底」（25％）、｢ウイルス不活性化効果のある機
器の設置」（17％）が２ケタとなっています。
　従業員規模で見ると、30人以上は30人未満に比
べて全ての項目で比率が上回り、中でも１～６位
の上位の項目では15～29％上回っています。
 

　製造業　「３密を避ける会議・ルールの徹底」（56

％）、「従業員への旅行自粛要請」（44％）、「昼食時
の飛沫対策ルールの徹底」（37％）、「在宅勤務・テ
レワーク」（７％）が他業種に比べて最も高く、他
方「私的なイベント・飲み会等への参加自粛要請」
（53％）、「ウイルス不活性化効果のある機器の設
置」（12％）は他業種に比べて最も低くなりました。
　建設業　「私的なイベント・飲み会等への参加
自粛要請」（67％）が他業種に比べて最も高く、他
方「共用施設の消毒」（23％）、「公共交通機関以外の
通勤手段の承認」（２％）は他業種に比べて最も低
くなりました。
　卸小売業　「３密を避ける会議・ルールの徹底」
（40％）、「出社時の体温測定」（37％）、「昼食時の
飛沫対策ルールの徹底」（16％）、「在宅勤務・テレ
ワーク」（２％）、「時差出勤・フレックスタイム」
（２％）が他業種に比べて最も低くなりました。
　サービス業　「出社時の体温測定」（52％）、「共
用施設の消毒」（50％）、「ウイルス不活性化効果の
ある機器の設置」（26％）、「時差出勤・フレックス
タイム」（10％）、「公共交通機関以外の通勤手段の
承認」（７％）が他業種に比べて最も高く、「従業員
への旅行自粛要請」（29％）は他業種に比べて最も
低くなりました。

　「陽性者が発生した時の対応など、新型コロナ
に対応するＢＣＰ（業務継続計画）を策定しているか」
を聞きました。「策定している」は15％、「策定を
予定・検討している」は29％、「策定していない｣
は45％、「わからない」は10％でした。

　製造業　「策定している｣は14％、「策定を予定・
検討している」は29％、「策定していない」は49％、
「わからない」は７％でした。
　建設業　「策定している」は４業種中最も低い５
％、「策定を予定・検討している」は４業種中最も
高い34％、「策定していない」も４業種中最も高い

　製造業
◇中元歳暮等のフォーマルギフト事業では、コロナ
　禍が「慣習離れ」の格好の機会になってしまい、今
　後、回復するかどうか不安が大きい。 
◇現状は、誰が感染しても不思議ではないので、社
　員の自己管理を徹底している。 （以上乾そば）

◇根本的な解決には、国民の相当数へのワクチン接
　種が不可欠なのは当初から分かっていたのにもか
　かわらず、結局オリンピックには間に合わず。 
◇このままの状況が続くと経営の悪化につながり、
　新たな事業展開が必要になる。 （以上そば製造）
◇社内で、コロナ感染症対策の独自のガイドライン
　を作成して、共有して実施している。 （味噌・漬物）
◇ただちに、指定感染症５類に指定すべきではない
　かと考えます。 （畜産用棚）

◇在宅勤務やテレワークも採用してはいるが、製造
　業のため、大半の従業員は出勤している。また協
　同作業による仕事が多く、今以上に感染防止には
　気をつけることが必要になるだろう。 （精密機械）
　建築業
◇建設現場での感染者発生による工事遅延等の損害
　賠償は、一企業では対応が不可能。
◇感染予防策の明確な基準を作成し、早期に通達し
　て頂きたい。取引先との見解が相違する恐れがあ
　る。　　　　　　　　　　　　（以上総合建設業）
◇ワクチン接種の実施を加速させることが、終息へ
　の一番の近道ではないかと思う。
◇一人一人が基本に戻り、変異株に対しても恐れず
　感染対策を実践していく事が大事であると思いま 
　す。
◇国民の自粛は限界にきていると思う。ワクチンの
　効果を期待するしかないが、影響の大きい企業へ

　の支援はもっと必要だと思う。　  （以上土木工事）
◇不要不急な会議などは実施しない。飲食・旅行など 
　３密を避ける行動と、マスク・うがい・検温などの徹
　底が自主的な予防であり、最終的には、ワクチン
　接種が最大の対策になるだろう。　（内装仕上工事）
　卸小売業
◇これだけ国民が我慢をしているのに、変異株など
　が広まるのではどうしようもない。ワクチン接種
　に頼るしかないと思う。
◇社員に感染はさせたくない。そのために、いま以
　上の感染対策を徹底させていく。    （以上青果卸）
◇国には、安心して暮らすことが出来る対策と、経
　済の対策にもっと力を入れてほしいと願っている。 
　　　　　　　　　　　　　　                （建材卸）
◇一日も早くワクチン接種が出来るように、国と自
　治体との役割分担を明確にして、不安を取り除い
　て欲しい。                                            （酒類）
◇国の対策は中途半端のものばかりが目立ち、その
　場限りで先が見えない。                      （土産品）
　サービス業
◇コロナ禍は人災だと思っている。政府には、平等
　な政策を求めたい。
◇この状況がさらに続くと、いつ倒産してもおかし
　くない状況になっている。            （以上タクシー）
◇今でき得る限りの感染対策を、確実に行っていく
　ことが大事である。                             （そば）
◇これ以上の感染対策はコスト面から厳しいのが現
　実、早期の終息を待つしかないと思う。   （ホテル）
◇国や政治の問題ではなく、コロナに対する一般人
　の意識の薄さが一番の原因と思われる。　
◇コロナ禍は特に飲食テナントへの影響が大きく、
　今後の先行きは不透明である。　　（以上不動産）

8

50％、「わからない」は11％でした。
　卸小売業　「策定している」は19％、「策定を予定・
検討している」は４業種中最も低い23％、「策定し
ていない」は42％、「わからない」は16％でした。
　サービス業　「策定している」は４業種中最も高
い29％、「策定を予定・検討している」は29％、
「策定していない」は４業種中最も低い33％、「わ
からない」は７％でした。
◇次号は「コロナ感染症が今年度の採用に及ぼした

［調査要領］
実施期日：2021年６月上旬～中旬
実施要領：第184回景況アンケート調査に併記
調査企業：回収222社（製造業73社、建設業64社、
　　　　　卸小売業43社、サービス業42社）
　　　　　うち従業員30人未満168社（75.7％）

「新型コロナウイルス感染症」に関する企業からのコメント
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●陽性者が発生した時の対応など、新型コロナに対応する「ＢＣＰ（業務継続計画）を策定」しているか（％）
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企業アンケート「新型コロナウイルス感染症」の影響 Ⅳ ①　 2021年6月調査

実施している対策

ＢＣＰ（業務継続計画）の策定

実施している対策

｢私的なイベント・飲み会等への参加自粛要請｣ 59％
｢３密を避ける会議・ルールの徹底｣ 48％
｢出社時の体温測定｣ 43％ 

業種別 
｢私的なイベント・飲み会等への参加自粛要請｣
建設 67％～製造 53％

｢３密を避ける会議・ルールの徹底｣
製造 56％～卸小売 ４０％

｢出社時の体温測定｣
サービス 52％～卸小売 37％

●ＢＣＰ（業務継続計画）の策定
策定状況

｢策定している｣ 15％
｢策定を予定・検討している｣ 29％
｢策定していない｣ 45％
｢わからない｣ 10％

業種別 
｢策定している｣…サービス 29％～建設 5％
｢策定を予定・検討している｣…建設 34％～卸小売 23％
｢策定していない｣…建設 50％～サービス 33％
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　実施している対策　トップ３は「私的なイベン
ト・飲み会等への参加自粛要請」（59％）、「３密を
避ける会議・ルールの徹底」（48％）、｢出社時の体
温測定」（43％）でした。
　BCP（業務継続計画）の策定　「策定している」企
業は15％で、「策定を予定・検討」は29％、「策定し
ていない」は45％でした。

 

　新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため
にあなたの会社では、「どんな対策を実施してい
るか」を聞きました。トップ３は、「私的なイベン
ト・飲み会等への参加自粛要請」（59％）、「３密を

避ける会議・ルールの徹底」（48％）、｢出社時の体
温測定」（43％）でした。
　ほかに「共用施設の消毒」（41％）、「従業員への
旅行自粛要請」（36％）、「昼食時の飛沫対策ルール
の徹底」（25％）、｢ウイルス不活性化効果のある機
器の設置」（17％）が２ケタとなっています。
　従業員規模で見ると、30人以上は30人未満に比
べて全ての項目で比率が上回り、中でも１～６位
の上位の項目では15～29％上回っています。
 

　製造業　「３密を避ける会議・ルールの徹底」（56

％）、「従業員への旅行自粛要請」（44％）、「昼食時
の飛沫対策ルールの徹底」（37％）、「在宅勤務・テ
レワーク」（７％）が他業種に比べて最も高く、他
方「私的なイベント・飲み会等への参加自粛要請」
（53％）、「ウイルス不活性化効果のある機器の設
置」（12％）は他業種に比べて最も低くなりました。
　建設業　「私的なイベント・飲み会等への参加
自粛要請」（67％）が他業種に比べて最も高く、他
方「共用施設の消毒」（23％）、「公共交通機関以外の
通勤手段の承認」（２％）は他業種に比べて最も低
くなりました。
　卸小売業　「３密を避ける会議・ルールの徹底」
（40％）、「出社時の体温測定」（37％）、「昼食時の
飛沫対策ルールの徹底」（16％）、「在宅勤務・テレ
ワーク」（２％）、「時差出勤・フレックスタイム」
（２％）が他業種に比べて最も低くなりました。
　サービス業　「出社時の体温測定」（52％）、「共
用施設の消毒」（50％）、「ウイルス不活性化効果の
ある機器の設置」（26％）、「時差出勤・フレックス
タイム」（10％）、「公共交通機関以外の通勤手段の
承認」（７％）が他業種に比べて最も高く、「従業員
への旅行自粛要請」（29％）は他業種に比べて最も
低くなりました。

　「陽性者が発生した時の対応など、新型コロナ
に対応するＢＣＰ（業務継続計画）を策定しているか」
を聞きました。「策定している」は15％、「策定を
予定・検討している」は29％、「策定していない｣
は45％、「わからない」は10％でした。

　製造業　「策定している｣は14％、「策定を予定・
検討している」は29％、「策定していない」は49％、
「わからない」は７％でした。
　建設業　「策定している」は４業種中最も低い５
％、「策定を予定・検討している」は４業種中最も
高い34％、「策定していない」も４業種中最も高い

　製造業
◇中元歳暮等のフォーマルギフト事業では、コロナ
　禍が「慣習離れ」の格好の機会になってしまい、今
　後、回復するかどうか不安が大きい。 
◇現状は、誰が感染しても不思議ではないので、社
　員の自己管理を徹底している。 （以上乾そば）

◇根本的な解決には、国民の相当数へのワクチン接
　種が不可欠なのは当初から分かっていたのにもか
　かわらず、結局オリンピックには間に合わず。 
◇このままの状況が続くと経営の悪化につながり、
　新たな事業展開が必要になる。 （以上そば製造）
◇社内で、コロナ感染症対策の独自のガイドライン
　を作成して、共有して実施している。 （味噌・漬物）
◇ただちに、指定感染症５類に指定すべきではない
　かと考えます。 （畜産用棚）

◇在宅勤務やテレワークも採用してはいるが、製造
　業のため、大半の従業員は出勤している。また協
　同作業による仕事が多く、今以上に感染防止には
　気をつけることが必要になるだろう。 （精密機械）
　建築業
◇建設現場での感染者発生による工事遅延等の損害
　賠償は、一企業では対応が不可能。
◇感染予防策の明確な基準を作成し、早期に通達し
　て頂きたい。取引先との見解が相違する恐れがあ
　る。　　　　　　　　　　　　（以上総合建設業）
◇ワクチン接種の実施を加速させることが、終息へ
　の一番の近道ではないかと思う。
◇一人一人が基本に戻り、変異株に対しても恐れず
　感染対策を実践していく事が大事であると思いま 
　す。
◇国民の自粛は限界にきていると思う。ワクチンの
　効果を期待するしかないが、影響の大きい企業へ

　の支援はもっと必要だと思う。　  （以上土木工事）
◇不要不急な会議などは実施しない。飲食・旅行など 
　３密を避ける行動と、マスク・うがい・検温などの徹
　底が自主的な予防であり、最終的には、ワクチン
　接種が最大の対策になるだろう。　（内装仕上工事）
　卸小売業
◇これだけ国民が我慢をしているのに、変異株など
　が広まるのではどうしようもない。ワクチン接種
　に頼るしかないと思う。
◇社員に感染はさせたくない。そのために、いま以
　上の感染対策を徹底させていく。    （以上青果卸）
◇国には、安心して暮らすことが出来る対策と、経
　済の対策にもっと力を入れてほしいと願っている。 
　　　　　　　　　　　　　　                （建材卸）
◇一日も早くワクチン接種が出来るように、国と自
　治体との役割分担を明確にして、不安を取り除い
　て欲しい。                                            （酒類）
◇国の対策は中途半端のものばかりが目立ち、その
　場限りで先が見えない。                      （土産品）
　サービス業
◇コロナ禍は人災だと思っている。政府には、平等
　な政策を求めたい。
◇この状況がさらに続くと、いつ倒産してもおかし
　くない状況になっている。            （以上タクシー）
◇今でき得る限りの感染対策を、確実に行っていく
　ことが大事である。                             （そば）
◇これ以上の感染対策はコスト面から厳しいのが現
　実、早期の終息を待つしかないと思う。   （ホテル）
◇国や政治の問題ではなく、コロナに対する一般人
　の意識の薄さが一番の原因と思われる。　
◇コロナ禍は特に飲食テナントへの影響が大きく、
　今後の先行きは不透明である。　　（以上不動産）
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50％、「わからない」は11％でした。
　卸小売業　「策定している」は19％、「策定を予定・
検討している」は４業種中最も低い23％、「策定し
ていない」は42％、「わからない」は16％でした。
　サービス業　「策定している」は４業種中最も高
い29％、「策定を予定・検討している」は29％、
「策定していない」は４業種中最も低い33％、「わ
からない」は７％でした。
◇次号は「コロナ感染症が今年度の採用に及ぼした
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実施期日：2021年６月上旬～中旬
実施要領：第184回景況アンケート調査に併記
調査企業：回収222社（製造業73社、建設業64社、
　　　　　卸小売業43社、サービス業42社）
　　　　　うち従業員30人未満168社（75.7％）
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｢私的なイベント・飲み会等への参加自粛要請｣ 59％
｢３密を避ける会議・ルールの徹底｣ 48％
｢出社時の体温測定｣ 43％ 

業種別 
｢私的なイベント・飲み会等への参加自粛要請｣
建設 67％～製造 53％

｢３密を避ける会議・ルールの徹底｣
製造 56％～卸小売 ４０％

｢出社時の体温測定｣
サービス 52％～卸小売 37％

●ＢＣＰ（業務継続計画）の策定
策定状況

｢策定している｣ 15％
｢策定を予定・検討している｣ 29％
｢策定していない｣ 45％
｢わからない｣ 10％

業種別 
｢策定している｣…サービス 29％～建設 5％
｢策定を予定・検討している｣…建設 34％～卸小売 23％
｢策定していない｣…建設 50％～サービス 33％





下りず、断念しました。その後
も、善光寺の境内図にはこの
「塔場」が記載されています。
　その右の「御作㕝」（御作事）
は、善光寺の営繕をする作業小
屋でしょう。
城山
　善光寺の東には、雲に囲まれ
た一角があって、下に「ビシヤ
モン堂」（毘沙門堂）と書かれて
います。善光寺東側の城山に
は、健御名方富命彦神別神社が
できる以前は毘沙門堂がありま
した。景勝地として知られ、大
勧進の別荘などもあって、文人
たちの集まりなどが行われまし
た。句碑などの石碑が描かれています。
　その下には、「見わたせば月の輪後光ふな後光念
仏のうかむ川中の島」と記されています。これは
江戸の狂歌師庭訓舎綾人の和歌で、この和歌を刻
んだ歌碑が、現在も城山の健御名方富命彦神別神
社の境内に残っています。
駒形嶽駒弓神社
　「年神社」の北側に「コマガタケ」とあって、鳥居
と社殿が描かれています。これは長野市上松の地
附山中腹にある駒形嶽駒弓神社です。善光寺の奥
の院ともいわれ、善光寺と関係の深い神社です。
社殿は善光寺本堂を模した撞木造です。善光寺の
越年式は12月に行われますが、昔はその時、この
神の神馬が善光寺に参籠するといわれていて、神
主が木馬を善光寺に届ける習慣がありました。
　現在でも毎年２月１日に、善光寺の堂童子がこ
の神社で注連などを焼く行事が行われています。
ブランド薬師
　「コマガタケ」の右に「薬山薬師」とあって、山腹
から突き出た堂が描かれています。これはブラン
ド薬師の通称で知られる、長野市浅川の八櫛神社
です。通称ではありますが、国土地理院の地図に
も「ブランド薬師」と記されています。「ブランド」
は「ブラン堂」などと書くこともありますが、ぶら
んこのことだと言われます。「薬山」は、ブランド
薬師がある山の名です。
　薬師如来が安置され信仰を集めていましたが、

10

　今年度は、江戸時代に善光寺門前で売られてい
た観光案内図「信州川中嶋古跡順道手引草之図」
を、少しずつ切り取って紹介します。

善光寺境内

　左端に善光寺の本堂と山門の一部が見えていま
す。「皇極天王御建立」とあるのは、最初の本堂は
皇極天皇（女帝）によって建立されたと伝えられて
いるからです。
　その右に「山神」と書かれた石塔があります。こ
れは現在の本堂を建立した時に、用いた大工道具
を埋めて守り神とした道具塚で、護法石と呼ばれ
ています。本堂前の左右にありますが、東側のこ
の石は山王塚と呼ぶのが普通です。

11

（83） 善光寺の北東
小林　一郎
長野郷土史研究会会長

　本堂の東には「年神社」が描かれています。これ
は、実際には本堂の背後（北）にあった歳神堂と呼
ばれた神社です。明治時代になって、政府の神仏
分離の方針に従って祭神は城山にまつられ、健御
名方富命彦神別神社（県社・水内大社）となりまし
た。歳神堂の社殿は、長野市高田中村の守田迺神
社に移されて、長野市指定文化財となっています。
　「年神社」の右下（南東）に「御供所」があります。
これは本尊等へ供える食事を作る、善光寺の台所
です。
　その右下には「塔場」があります。これは五重塔
の建設予定地です。善光寺は中世にあった五重塔
を再建するため、回国開帳（全国を巡る御開帳）を
行って資金を集めましたが、幕府から建築許可が

明治初期の神仏分離によって薬山を離れ、現在は
善光寺の光明院に安置されています。
昌禅寺と傾城清水
　「薬山薬師」の右に「昌セン寺」とあるのは、上松
５丁目の昌禅寺（曹洞宗）です。実際には昌禅寺の
方が、ブランド薬師の手前にあります。市内有数
の大寺で、近年は紅葉の寺として知られるように
なりました。
　寺の右にある「ケイセイシミズ」（傾城清水）は、
善光寺七清水の１つに数えられています。昔、越
後の遊女（傾城）が善光寺に参拝し、帰る途中でこ
の水を飲んで疲れをいやしましたが、そのまま死
んだという伝説があります。
　昌禅寺の門前と傾城清水前を通る道は「坂中道」
（坂中街道）で、越後と善光寺を結ぶ近道として利
用されました。現在も坂中峠（坂中トンネル）が、
長野市街地と信濃町を結ぶ最短路として利用され
ているのはおもしろいことです。
三登山と蚊里田八幡宮
　右上の「神戸山」は、長野市と飯綱町との境にあ
る三登山でしょう。その麓にある「カリダ」と書か
れた神社は、長野市若槻東条にある蚊里田八幡宮
です。５月の春の例大祭は、奉納相撲なども行わ
れて賑わいます。
８月号は「善光寺の東方」の予定です。

山腹から突き出たブランド薬師の社殿
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